
ひむろこだま保育園は1978年４月１日、生後３か月から就学前の子どもたちが通園する保育
園として定員90名で開園しました。現在は136名と一時保育９名です。保護者や地域と手をつ
なぎ、福祉の砦として平和を守り、「児童福祉法」「こどもの権利条約」の理念に基づき、すべ
ての子どもたち一人ひとりの発達と権利が保障されるよう、処遇憲章を日々の保育のなかで実
践しています。（hp:www.himuro-kodama.com）
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園の近くの田んぼにみんなで出かけて、ヨモギやノビルをたくさん採ってきました。ノビルは、
その日の昼食に湯がいて食べました。だんごの中に入れる餡を丸めて、さあ、だんごづくりの
はじまり、はじまり。
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ヨモギだんごをつくる前に、絵本でだんごづくりのお話を聞きました。みんないっしょうけん
めい。



撮影は４月22日。乳幼児の子どもたちも園の暮らしに少しずつ慣れてきましたが、朝、お母さ
んお父さん、お祖父ちゃんお祖母ちゃんとお別れするのはつらいもの。窓際で２人を抱いて保
護者を見送る保育士さん。
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今
年
七
月
二
五
日
（
土
）
か
ら
二
七
日
（
月
）
ま
で
の
三
日
間
、
第
四
一
回
全
国
保
育
団
体
合
同
研
究

集
会
（
合
研
）
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
舞ま

い

洲し
ま

ア
リ
ー
ナ
（
大
阪
市
）
と
関
西
大
学
（
吹
田
市
）

で
す
。
参
加
目
標
数
は
一
万
五
〇
〇
〇
人
で
す
。

こ
の
二
月
、
社
会
保
障
審
議
会
少
子
化
対
策
特
別
部
会
が
第
一
次
報
告
を
出
し
ま
し
た
。
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
制
度
を
改
め
る
と
い
う
主
旨
で
す
が
、
そ
れ
は
現
行
の
公
的
保
育
制
度
を
根
底

か
ら
覆
す
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
行
制
度
で
は
、
市
町
村
に
対
し
保
育
そ
の
も
の
を
実
施
す
る
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今

回
の
報
告
で
は
、
そ
の
義
務
を
な
く
し
、
市
町
村
の
責
任
を
保
育
の
必
要
性
の
認
定
、
保
育
所
整
備
に
関

す
る
側
面
支
援
、
保
育
費
用
の
支
払
い
な
ど
に
変
更
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
保
育
を
実
施
す

る
主
体
は
民
間
が
中
心
と
な
り
、
保
護
者
と
民
間
事
業
者
が
直
接
契
約
を
結
ぶ
形
態
に
変
わ
り
ま
す
。

報
告
で
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
導
入
し
た
ほ
う
が
事
業
者
の
参
入
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
待
機
児

解
消
が
進
む
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
、
待
機
児
解
消
が
進
ま
な
い
の
は
制
度
に
問
題
が
あ
る
か
ら

で
は
な
く
、
予
算
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
予
算
が
増
え
な
け
れ
ば
、
待
機

児
解
消
は
進
み
ま
せ
ん
。

一
方
、
今
ま
で
は
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、
保
護
者
は
市
町
村
に
申
し
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
し
い

制
度
で
は
、
自
分
で
入
所
さ
せ
た
い
保
育
所
を
探
し
、
直
接
申
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
度
で

入
所
で
き
れ
ば
い
い
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
何
度
も
申
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
負
担
が
一
気

福祉のひろば 09―6 6

第41回保育合研（大阪）を
成功させる意義

大阪保育運動連絡会会長・第41回全国保育合同研究集会
開催地実行委員長

中山　徹さん



に
増
え
ま
す
。
現
行
制
度
で
は
、
私
立
保
育
所
の
運
営
に
必
要
な
経
費
は
市
町
村
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
新
し
い
制
度
に
変
わ
る
と
、
原
則
と
し
て
収
入
は
保
育
料
だ
け
に
な
り
、
経
営
の
安
定
性
が
失

わ
れ
ま
す
。

報
告
書
案
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
短
期
間
で
各
方
面
に
反
対
の
世
論
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
少
子
化
対

策
特
別
部
会
は
、
一
部
結
論
の
先
送
り
や
曖
昧
な
文
言
を
ち
り
ば
め
る
こ
と
で
、
報
告
書
を
ま
と
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
は
こ
の
報
告
を
元
に
児
童
福
祉
法
改
正
を
進
め
、
来
年
の
国
会
に
児
童
福
祉

法
改
正
案
を
提
出
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
法
は
今
ま
で
何
度
か
改
正
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
正
は
、
今
ま
で
の
よ
う

な
部
分
的
な
改
正
で
は
な
く
、
公
的
保
育
制
度
を
根
底
か
ら
否
定
し
、
保
育
を
市
場
に
変
え
る
も
の
で
す
。

こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
進
め
ら
れ
て
き
た
保
育
制
度
改
革
が
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。
大
阪
合
研

は
そ
の
よ
う
な
時
期
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
保
育
関
係
者
が
一
万
人
以
上
も
集
ま
る
集
会
は
合
研
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
合
研
で
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況
、
保
育
の
状
況
、
制
度
改
革
の
狙
い
を
し
っ
か
り

学
び
、
参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
全
国
各
地
で
保
育
市
場
化
に
反
対
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
厚
生
労
働
省
の
企
み
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
合
研
の
最
大
の
意
義
は
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
方
が
合
研
に
参
加
し
、
公
的
保
育
を
守
る
隊
列
に
加
わ
っ
て
下
さ
い
。

なかやま　とおる
1959年、大阪生まれ。現在、奈良女子大学准教授。専門は都市
計画学、自治体政策学。著書に『子育て支援システムと保育
所・幼稚園・学童保育』『放課後子どもプランと学童保育』な
ど。

福祉のひろば 09―67
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保育制度「改革」と保育のゆくえ特 集

◆座談会◆

新保育制度で保育は
良くなるのか？

昨
年
末
「
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の
新
た
な
制
度
体
系
の
設
計
に

向
け
て
」（
第
一
次
報
告
）
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
児

童
福
祉
法
二
四
条
が
定
め
る
市
町
村
の
保
育
実
施
責
任
を
曖
昧
に
し
、

「
公
的
契
約
」
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
利
用
者
と
保
育
所
と
の
直
接
契

約
責
任
に
置
き
換
え
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
営
々
と
積
み
上
げ
て
き
た

保
育
の
公
的
責
任
や
現
物
給
付
原
則
を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
で
す
。

六
月
号
の
特
集
で
は
、
第
一
次
報
告
が
示
す
新
保
育
制
度
が
、
社
会

福
祉
基
礎
構
造
改
革
路
線
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え

で
、
そ
れ
を
批
判
的
に
検
討
し
ま
す
。
座
談
会
で
は
、
市
場
原
理
の
導

入
で
保
育
が
形
骸
化
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
な
か
で
、
こ
れ
ま
で

蓄
積
し
て
き
た
保
育
実
践
を
手
が
か
り
に
公
的
保
育
を
守
り
発
展
さ
せ

る
可
能
性
と
展
望
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

新
保
育
制
度
の
提
案
が
、
保
育
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
社

会
福
祉
領
域
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
る
こ
と
を
共
通

認
識
と
し
て
、
オ
ー
ル
社
会
福
祉
で
こ
の
問
題
を

受
け
止
め
解
決
の
方
策
を
探
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。

（
編
集
室
・
西
村
憲
次
）
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【
垣
内
】
二
〇
〇
八
年
末
、
社
会
保
障
審
議
会
少
子
化
対
策
特
別
部
会
は
、「
次

世
代
育
成
支
援
の
た
め
の
新
た
な
制
度
体
系
の
設
計
に
向
け
て
」（
第
一
次
報

告
）
を
提
案
し
ま
し
た
。

報
告
の
主
な
内
容
は
、
①
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が

受
け
る
利
益
だ
か
ら
、
直
接
保
育
事
業
者
と
契
約
し
て
利
用
す
る
、
②
直
接
契

約
に
な
れ
ば
自
治
体
の
行
政
責
任
は
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
、
保
育
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
認
定
だ
け
に
な
る
、
と
い
う
二
つ
の
考
え
方
を
前
提
に
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
保
育
制
度
の
改
革
は
、
本
当
に
現
場
や
子
ど
も
や
親
た
ち
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　

い
ま
、
保
育
現
場
は
待
機
児
問
題
な
ど
を
抱
え
て
大
変
な
状
況
で
す
。
改
革

し
て
直
接
契
約
を
導
入
す
れ
ば
そ
う
し
た
問
題
が
良
く
な
る
か
の
よ
う
な
意

見
、
論
調
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？
　

今
日
は
山
本
さ
ん
、
草
田
さ
ん
の
お
二
人
に
、
保
育
の
現
場
か
ら
、
い
ま
、

地
域
、
父
母
、
子
ど
も
の
な
か
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
保
育
所
は
ど
う

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
発
言
を
お
願
い
し
、
そ
の
あ
と
で
討
論
に

移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
も
と
で
積
み
上
げ
て
き
た
私
た

ち
の
保
育
が
ど
ん
な
も
の
か
、
そ
の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
検
証
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【出席者】

垣内
かきうち

国光
くにみつ

さん

（明星
めいせい

大学教授）

山本
やまもと

雅
まさ

代
よ

さん

（大阪自治労連富
とん

田
だ

林
ばやし

市職員労働組合保育所支部
委員長）

草
くさ

田
だ

菊
きく

美
み

さん

（遠里小野
お り お の

保育園保育士・全国福祉保育労働組合
児童福祉関連種別協議会保育部会長）

垣内国光さん
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◆
年
々
高
ま
る
保
育
需
要

保
育
士
に
な
っ
て
二
八
年
目
に
な
り

ま
す
。
労
働
組
合
や
保
育
連
の
活
動
も

続
け
て
き
ま
し
た
。
出
生
数
は
富
田
林

出
生
数
は
落
ち
て
も
、
保
育
所
利
用

者
数
は
右
肩
上
が
り
な
の
で
す
。
保
育

所
を
利
用
し
な
い
在
宅
児
童
数
は
、
二

〇
〇
一
年
度
は
五
〇
・
七
％
で
し
た

が
、
二
〇
〇
八
年
度
は
四
三
・
八
％
。

就
学
前
児
童
数
は
減
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
対
就
学
前
児
童
数
の
保
育

所
の
利
用
は
、
二
〇
〇
一
年
の
一
八
・

二
％
か
ら
二
〇
〇
八
年
は
二
六
・
八
％

に
ま
で
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

保
育
所
が
い
か
に
求
め
ら
れ
て
い
る

か
、
と
い
う
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

◆
富
田
林
市
の
保
育
―
―

通
常
保
育
と
地
域
支
援
を
両
輪
に

富
田
林
市
の
公
立
保
育
所
は
、
保
育

時
間
は
平
日
は
朝
の
七
時
か
ら
夜
の
七

市
で
も
二
〇
〇
一
年
に
年
間
一
一
九
三

名
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
八

四
八
名
に
ま
で
劇
的
に
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
保
育
所
は
逆
に
民
間
保

育
所
の
建
設
や
公
立
保
育
所
の
増
改

築
・
建
て
替
え
が
進
み
、公
立
で
も
民
間

で
も
弾
力
化
を
図
る
な
ど
し
て
、
総
運

営
定
員
で
は
昨
年
四
月
の
一
五
七
四
人

か
ら
今
年
三
月
に
は
一
七
三
八
人
へ
と
、

受
け
入
れ
を
増
や
し
て
き
て
い
ま
す
。

新
保
育
制
度
で
は
、
子
ど
も
の

生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た

保
育
は
で
き
ま
せ
ん
！

山
本

や
ま
も
と

雅ま
さ

代よ

さ
ん
（
大
阪
自
治
労
連
富
田
林
市
職
員
労
働
組
合
保
育
所
支
部
委
員
長
）


